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第３回総合教育会議 議事録 

 

日時：平成 27 年 11 月 26 日（木）16:15～17:25 

場所：愛知県議会議事堂４階 第５会議室 

 

【県民生活部長】 

 お時間となりましたので、第３回愛知県総合教育会議を始めさせていただき

ます。まず、大村知事より御挨拶申し上げます。 

 

【大村知事】 

 皆さんこんにちは、大村です。 

本日は、大変お忙しい中、平成２７年度第３回愛知県総合教育会議に御出席

いただき、誠にありがとうございます。 

総合教育会議は、首長と教育委員会が連携して教育行政の推進を図ることを

目的とする会議であります。本年度は教育に関する「大綱」について協議をい

ただいているところでありまして、今回は３回目の開催となります。 

先の会議では、「大綱」と、本年度中に策定する第三次教育振興基本計画を整

合性のとれたものとするために、大綱の骨子について議論していただき、「基本

理念」や「あいちの人間像」、それを実現する「５つの基本的な取組の方向」の

部分を「大綱」と位置づけるとしたところでございます。 

その後、「第三次愛知県教育振興基本計画検討会議」において検討が進み、さ

らに議論が深まったと聞いております。本日は、教育振興基本計画の検討状況

の説明を受け、大綱の素案について協議をしてまいりたいと考えております。 

教育委員会の皆様には、御専門の立場から率直な御意見をいただくことをお

願いいたしまして、私からのあいさつとさせていただきます。 

 

【県民生活部長】 

 出席者につきましては、お手元の名簿と配席図をもって代えさせていただき

ます。なお、笠松委員の任期が１０月をもって満了したことから、後任として

 美里様が委員に就任されております。 

それでは、ここからの進行は本会議の招集者であります大村知事にお願いを

いたします。 

 

【大村知事】 

 議事を進めてまいります。本日の議題は教育に関する大綱の素案についてと

いうことでございます。先程申し上げましたように、大綱につきましては第三
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次教育振興基本計画と整合性のとれたものとする必要がございますので、現在

策定作業が進められております教育振興基本計画の検討状況について、事務局

から説明をお願いします。 

 

【教育次長】 

教育次長の岡田でございます。現在検討中の第三次愛知県教育振興計画（仮

称）の中間取りまとめ案について、御説明を申し上げます。 

資料１をご覧ください。これまでに３回開催いたしました有識者による検討

会議や、検討会議の委員による専門部会における協議内容を踏まえ、事務局に

おいて作成しました中間とりまとめ案の概要でございます。 

左側の「はじめに」で、「１ 策定の趣旨」として、これまでの経過などを、

「２」で本計画の性格・位置づけを、また、「３」で計画期間を記載をいたして

おります。右側が、「基本理念」でございます。まず、基本理念につきましては、

「自らを高めること」と「社会に役立つこと」を基本的視点とした「あいちの

人間像」の実現という、現行の理念を継承していくことといたしております。

その下の「あいちの人間像」でございますが、この資料には記載はございませ

んが、現行計画では、「かけがえのない自他の命を大切にすることのできる人間」、

「自らの人生をたくましく切り拓き、社会に生かすことのできる人間」、「健や

かな体をつちかい、豊かな文化を継承し創造することのできる人間」、「次代を

展望し、世界に視野を広げ活動することのできる人間」という四つの人間像と

しておりましたが、改定案では、お示しのとおり、五つの人間像に整理いたし

ております。また、それぞれの人間像がイメージしやすいように「共に生きる」

などの短いキャッチフレーズをつけてございます。括弧の中は、人間像に込め

た思いを簡潔に整理いたしております。 

五つの人間像につきましては、有識者からの意見を踏まえまして、前回の総

合教育会議でお示しいたしました骨子案から、若干の字句や語順を変更いたし

ております。一つ目の「共に生きる」につきましては、命の前に「自他」を付

け、「多様な他者」を「多様な人々」との表現に改め、「自他の命を大切にし、

多様な人々の存在を尊重して生きることのできる人間」といたしました。二つ

目の「自分を生かす」については、字句を整理し、「自らの力を生かして社会を

つくっていくことのできる人間」から、「自らの力を社会に生かすことのできる

人間」と表現を改めました。三つ目の「学び続ける」につきましては、語順を

変更し、「生涯にわたって学び続けるとともに、健やかな体をつちかっていくこ

とのできる人間」から、「生涯にわたって健やかな体と心をつちかい、学び続け

ることのできる人間」と表現を改めました。四つ目の「あいちを創る」につい

ても、字句を整理し、「新たな価値を創造することのできる」から、「新たな価
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値を生み出すことのできる」と表現を改めております。五つ目の「世界にはば

たく」については、修正はございません。 

１枚おめくりいただきまして、左側の「２ あいちの人間像を実現するため

の５つの基本的な取組の方向」で、施策の体系の大きな５つの区分に相当する

ものでございます。後ほど、県民生活部から説明がございますが、ここまでが

知事の大綱にあたる部分でございます。 

大括りに申しますと、（１）（２）（３）が基本となる知・徳・体での整理、（４）

が未来・世界に羽ばたくとの視点からの整理、（５）がこれを支える教育環境づ

くりとの５つの区分でございます。後ほど御説明する第二章以下で、この大き

な５つの区分ごとに２８の柱を立て、具体的な取組について記述をしていくこ

とといたしております。こちらにつきましても、前回の会議で御説明した骨子

案からは大きな変更はございませんが、五つ目につきましては、「学びがいのあ

る学校づくりを進めます。」という表現から、「学びがいのある教育環境づくり

を進めます」と表現を改めております。 

右側は、「３ 基本的な取組を推進するに当たっての４つの視点」として、各

論に入る前に、それぞれの取組を推進するに当たって、共通する視点を４点あ

げたものでございます。教育の分野で、個々の取組を進めるに当たって「家庭・

地域・学校の連携」が不可欠であること、「学校種・学校設置者を超えて」取り

組む必要があること、教育委員会・首長部局といった行政内部でも連携がます

ます必要となっていること、また、あらゆる場面で、多様性を尊重していく必

要があることなどを記述いたしております。 

１枚おめくりください。ここからが各論部分でございます。２８の柱と、そ

の柱ごとの小項目と主な施策について、整理したものでございます。前回は  

２７の柱としておりましたが、「環境教育・ＥＳＤ・グローバル化」を１本の柱

として整理しておりましたけれども、「（19）グローバル化への対応の推進」と

「（20）環境教育・ＥＳＤの推進」に分け、一つ柱を追加することといたしまし

た。また、新規・拡充する取組を◎で、今後とも継続していく取組を○で整理

をいたしております。 

３ページから４ページにかけて、取組の方向の１「個に応じたきめ細かな教

育を充実させ、一人一人の個性や可能性を伸ばします」として、８つの柱を立

てております。（１）「個に応じたきめ細かな指導の充実」ではアクティブ・ラ

ーニングを取り入れた授業改善の推進を、（２）「多様な学びを保障する学校・

仕組みづくり」では、県立高等学校に関する取組などを例示いたしております。

以下、（３）で特別支援教育を、（４）で外国語教育を、（５）で理数教育を、（６）

で情報教育を、（７）日本語指導が必要な子どもへの支援を、一枚おめくりをい

ただきまして、（８）で貧困状態にある子どもへの支援を整理いたしております。
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学習意欲の高い子どもたちの能力をさらに伸ばしていくとともに、それぞれの

事情により支援を必要とする子どもたちにも配慮して、きめ細かな指導を推進

してまいりたいと考えております。 

取組の方向の２「人としての在り方、生き方を考える教育を充実させ、道徳

性・社会性を育みます」では、４つの柱を立てております。（９）で道徳教育を、

（10）で人権教育を、（11）でいじめ・不登校対策を、（12）で主権者教育を整

理いたしております。いじめや不登校は、依然として大変大きな課題でござい

ます。家庭や地域との連携を図りながら、様々な悩みに苦しんでいる子どもた

ちへの支援を進めてまいりたいと考えております。あわせて、大人になって社

会の一員となっていくことへの自覚を促していくために、教科における学習や、

地域における様々な体験活動などを通じて、社会におけるモラルや政治的教養

の育成に取り組んでまいりたいと考えております。 

取組の方向の３「健やかな体と心を育む教育を充実させ、たくましく生きる

力を育みます」につきましては、５つの柱、（13）で家庭教育や子育て支援の充

実を、（14）で幼児教育を、（15）で健康教育と食育を、（16）で学校体育の充実

を、資料を１枚おめくりいただきまして、５ページ、（17）で安全教育に関する

取組を整理いたしております。生涯にわたって健康に生活していくことができ

るよう、幼児期の段階から規則正しい生活習慣を身につけさせるため、家庭教

育への支援や幼児教育の充実を図るとともに、健康な身体づくりに向けて、体

育的活動の充実を図ってまいりたいと考えております。あわせて、防災や防犯、

交通安全など、自らの命を大切にする教育にも、しっかりと取り組んでまいり

たいと考えております。 

取組の方向の４「未来の学びを充実させ、あいちを担う人材を育成します」

では、６つの柱を立てております。（18）で「社会人・職業人としての自立に向

けたキャリア教育の推進」、（19）で「グローバル化」を、（20）で「環境教育・

ＥＳＤ」を、（21）でオリンピック・パラリンピック教育を、（22）で文化を、

資料を１枚おめくりいただきまして、６ページになりますが、（23）で生涯学習

や生涯スポーツに関する取組を整理いたしております。社会人として自立でき

るよう、職場体験活動やインターンシップなどを通じ、小学校の段階から継続

して、自分の将来について考える教育に取り組んでいくとともに、視野を世界

に向け、大きな夢や、社会の課題に対する問題意識を育むことができるよう、

取組を進めてまいりたいと考えております。 

取組の柱の５「学びがいのある魅力的な教育環境づくりを進めます」では、

５つの柱を立てております。（24）で教員の養成・採用・研修を、（25）で開か

れた学校づくりと多忙化解消への支援を、（26）で学校施設・設備を、（27）で

大学等、（28）で私立学校に関する取組を整理いたしております。教育内容の充
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実のためには、教員の指導力の向上が重要でありますので、多様な教育課題に

対応できるような豊かな人間性と指導力を合わせ持つ教員の養成・採用・研修

を進めていくとともに、教員が児童生徒と向き合う時間を確保する取組や、老

朽化した学校施設・設備などの整備も進めてまいりたいと考えております。さ

らに、学校だけでは対応が困難な問題については、大学や地域などとの連携を

図りながら、教育環境を充実してまいりたいと考えております。 

簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

 

【大村知事】 

 続きまして、大綱の素案について事務局から説明をお願いします。 

 

【県民生活部次長】 

 資料２の「愛知の教育に関する大綱（素案）」について、御説明いたします。 

最初に、資料の左側でございます。大綱は法に基づき地方公共団体の長が定

めるものでありますので、冒頭で知事の「策定の趣旨」を示すものでございま

す。 

１つ目の段落で、地方公共団体における教育行政は、地域の実情に応じた教

育の振興を図っていくことが重要であることを述べております。 

２つ目の段落では、地域の子どもたちの教育に関する大きな目標・方針は地

方公共団体の長が提示し、３つ目の段落で、学校現場の教育活動を支えるため

に教育委員会が教育行政を行うという役割分担が求められることを述べており

ます。 

４つ目の段落で、この総合教育会議で大綱について協議をしたこと、５つ目

の段落では、大綱で基本理念と基本的な取組方向を定め、教育委員会と緊密に

連携して、愛知の教育の更なる充実を図ることを述べております。 

最後の段落ですが、こうした取組を通じて、本県を舞台として「人が輝き、

すべての人が活躍する愛知」の実現と、「日本一元気な愛知」をめざして、本県

の発展を担う人づくりを進めることを述べております。 

次に、資料の右上の「１ 大綱の対象期間」でございますが、第三次教育振

興基本計画と同様に、平成２８年度から平成３２年度の５年間としております。 

次の項目の「２ 基本理念」と、資料の２枚目の左下にございます、「３   

「あいちの人間像」を実現する５つの基本的な取組の方向」につきましては、

先ほど説明のありました教育振興基本計画と同様としております。 

説明は以上でございます。 
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【大村知事】 

 ただいまの説明につきまして、各委員から御意見をいただきたいと思います。

名簿順にお願いいたします。 

 

【佐藤委員長】 

教育振興基本計画の策定途中で、計画の内容を何度も何度も目を通させてい

ただく機会がありました。全部を網羅しないといけないわけですが、その中で、

この５年間で進歩したこと、できていなかったこと、今の課題等を網羅して、

短い言葉の中にもたくさんキーワードをちりばめていただいて、現場が使いや

すいように、非常によくなっているなという感想を持っています。 

私は教育委員になって早いもので４年目になります。教育委員になって最初

に３つ、知らなかったことで大きく感じたことがあって、一つ目が、特別支援

教育のことをあまり知らなかったので、いろんな現場を見させていただいて、

現場が大変だということと、愛知の状況がだいぶん解消されてきていますが、

過密な教室環境ということに最初はびっくりしました。もう一つは、これは全

く知らなかったことなのですが、１５の春を過ぎて、どこにも所属しないとい

うか、学びの場も無くて、仕事にも就いていない人が愛知県では日本で一番た

くさんいるということにびっくりしました。３つ目は、県立学校の施設がちょ

っと厳しいなということを自分の目でたくさんの学校を見て思いました。この

３つが、教育委員になって一番思ったことであります。 

その中で、今回の教育振興基本計画に基づいてお話をすると、「個に応じたき

め細やかな教育の充実」というところからですが、今、３年前に知った、中学

を卒業してどこにも所属していない子どもたちが、愛知県の場合は、平成 27年

度の場合、卒業生が 73,265人いまして、767人が進路が決まらない子たちにな

ってしまっているという状況がありまして、中学の時に不登校であったり、な

かなか学び方が分からなかったり、家庭環境が様々であったりということがあ

るとは思うのですが、この子たちが生きていく力を身に付けるというか、自分

を高めて社会に貢献できるというか、社会の一員として役に立つような施策を

打てれば、ただでさえ、人口が減少していく日本の世の中で、貴重な愛知の人

材だと思うので、この子たちを何とかできる施策はないかなと。これは学校と

いうことではないのですが、実際に昼間の定時制に行くと、中学の時に不登校

であったにも関わらず、定時制の学校に通えるようになって、卒業して立派な

社会人としてやっていけるようになるという方もたくさん目にするようになっ

てきています。これも一つの例ですけれども、何とか、そういう子どもたちの

数を減らして、都会の方が当然多いと思うのですが、民間のフリースクールみ

たいなものがあるし、東三河には黄柳野高校もあるのですが、何か新しい方法
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を、教育委員会マターだけでは、なかなか難しいと思うのですが、できたら県

民生活部の方とも協力をしながら、そういう子たちの数が減らせるようになる

といいなあと思っています。 

それから、特別支援教育については、ここのところ、いなざわ特別支援学校

ができました。田口高校の山嶺教室もできました。豊橋にもくすのき特別支援

学校ができました。また、知多や尾張北東地区においての新設が予定されてお

りまして、知事のバックアップで、過大化は解消の方向に向かっているのです

が、まだまだ、全国のワースト何とかが愛知県にはたくさんあったという状況

がありますので、もう少し、ここのところに力を入れて、一般の学校の中での

インクルーシブ教育の中での、そういう子たちの学びの場を作っていくことが

大変注目されていくことになっていきますので、逆に言うと、今まで過大化で

愛知県、愛知県と言われてきたのを、愛知モデルを作って、こういう子たちの

学びの場が、愛知でこそできるというようなことを、また、そういう子どもた

ちの就業の場の確保ということから言えば、愛知県は産業県なので、経済界と

連携して、そういう子たちの将来の社会に貢献できる場所を提供できるのでは

ないかと思っています。 

最近、同じ学びの場の話で気になることが、貧困世帯、この言葉がいいのか

どうか分かりませんが、子どもたちが、なかなか学びへ、高校へ行けないとい

うか、就学機会が減っているというか、そういう状況があります。事務局に聞

いてみたら、平成 25年度の調査で本県の児童生徒 62万 7千人のうち、6万 4千

人が就学援助を受けている。10.3％だそうです。全国平均は 15.4％なので、本

県はそういう面ではまだまだ恵まれている状況かと思いますが、離婚されてお

母さんが育てているとか、なかなか厳しい学習環境に置かれた子たちも最近た

くさん目にするようになっていますので、学校以外の場でどうやってフォロー

したらいいのか、ここは知恵や工夫、アイデアしかないと思うのですが、その

辺が今すごく気にかかっております。 

それから、知事にはすごく力を入れていただいてですね、外国人子弟の問題

なのですが、これも、同じような観点なのですが、高校に行かない子たちがほ

とんどです。この子たちも母国へ帰れるわけではなくて、ほとんどが日本の子

どもとして育っていって、日本の社会の中で生きていきます。もちろん、愛知

県の社会の一人として、どこかで働いて食べていかないといけないと思うので

すが、この子たちが、我々と一緒に愛知県を作っていくということができるよ

うな環境をいかにつくるかということが大きな課題となっておりまして、ここ

は義務教育の場で学びを提供するということは一生懸命やってだいぶん進んで

いるのですが、やはり、15歳で放り出してしまうと全く生活できていけないわ

けですから、その子たちがそういう形で世に出ることは社会不安にもつながる
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ような気がしますので、どうやったらいいかなということも、ぜひ、観点に入

れてほしいなと思います。 

ちょっと離れるのですが、総合工科高校がこれでオープンします。ものづく

り愛知の県として、すごく喜ばしいと思います。同じような観点で、例えば林

業とか農業も、産地と、愛知県は農業県だし、山と消費地が近い、こんなとこ

ろは日本中にないと思うので、全国から生徒を集めてですね、今ある高校を総

合工科に近いような形で少しレベルの高い学校にもっていくことはできないか

なと、これは私の希望なのですが、そんなことをできないかなと思っています。 

もう一つだけ、グローバル人材をつくるのに、愛知県の先生や子どもたちを

もっとたくさん、高校生、中学生のうちに外国を体験させたいと思うのですけ

ど、その辺の機会が、愛知県は他の県に比べて少ないかもしれない、少ないよ

うな気がします。この辺を何とか、全部、お金がついてくることなのですが、

こういう機会がないと、いくら環境を整備しても外に目が向かないので、やは

り早いうちにそういうことを考えるきっかけを与えた方がいいなと思います。

子どもだけではなくて、グローバル人材をつくる先生が、グローバルなことを

全然わかっていないので、先生がまず、グローバル人材とはどういうことかと

いうことがわかるように、ぜひ、そのためには、愛知には国際的な企業がたく

さんあるわけですよね。そういうところと連携すれば、いくらでも、いろいろ

な面でバックアップしていただけると思うのですが、残念ながら行政は縦割り

で、教育委員会の範囲でやっていると、教育委員会の先生方が知っているとこ

ろにしか出せないので、非常にもったいないなということを感じていますので、

ものづくり愛知を作っていくためには、グローバルな場をいかに提供するかと

いうことをぜひ、我々も考えていきたいなと、たくさん言いましてすみません。

以上です。 

 

【知事】 

ありがとうございました。それでは、松本委員長職務代理者にお願いします。 

  

【松本委員】 

はい、よろしくお願いします。私は、あいちの人間像を実現する五つの基本

的な取組の中の２のところ、「人としての在り方・生き方を考える教育を充実さ

せ、道徳性と社会性を育む」ということについて、少しだけ発言させていただ

きたいと思います。 

先日も、名古屋市の中学生が自ら命を絶つという、大変痛ましい出来事が起

きました。背景にいじめがあったことが疑われる状況のようです。いじめにつ

いては、本県の教育委員会でも日頃から学校現場で、子どもたちへの聞き取り
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ですとかアンケートですとか、非常にきめ細かく先生方が対応していただいて

いるというふうに聞いております。いじめの芽を早期に発見して未然防止をす

るという、このような対応は、大変重要なんですけれども、同時にやはり、陰

湿ないじめを生まないという土壌をつくらないといけない。それにはですね、

子どもたちの健康な心の土台をつくっていくことが、根本的でかつ持続的な効

果という点で本質的な対策ではないかと思っております。これが教育の中でど

う実現されるかということが大事なのではないかというふうに思っております。 

中でも、「自他の命を尊重する、大切にする」ことができる人間を育てる、こ

れが教育の中でどのぐらい実現されるのかということが、非常に重要なのでは

ないかというふうに考えております。このことは子どもに限らず、自他の命を

尊重するとか、大切にするというのは、人間としてある意味で当たり前のこと

であるのですけれども、残念ながらこの当たり前のことが身に付いていないの

は、子どもだけでなく大人にもいるということ。その結果、社会にいろんな問

題が生じているというふうに思っております。この自他の命を尊重することが

できる心を育むためには、自分自身が周囲に認められ尊重されている存在であ

るということをしっかり実感できる環境がまず大事、ともかく大事だというふ

うに考えております。 

子どもを取り巻く環境というのは、学校だけではなく、まず家庭、それから

保育園、幼稚園、学校、そして地域、この三つの環境が協力して育てていくこ

とが大事と考えております。家庭においては、これも当たり前のことなんです

けれども、子どもがなくてはならない存在として、愛情を持って育てられると

いうこと、これがまず、第一に大事だと考えております。学校では、教師から

自分の存在を認めてもらっているということを実感できる学校であること。そ

して、地域では、大人との関わりがあるということを実感できる地域であるこ

と。これらは、もしかしたら一昔前であったらすべて当たり前のことであった

のかもしれないんですけれども、なかなかこれが実現できない結果、いじめで

あったりいろいろな問題が生じてくる元となっているのではないかと思います。 

ある小学校を視察し、先生から子どもたちに「ありがとう」という一言、こ

の声かけをたくさん聞くことができる学校がありました。先生から「ありがと

う」と一言言われるだけで、子どもたちは非常に生き生きと輝いてきます。本

当に簡単なことですけれども、こうした小さな絆というのを、子どもたちが日々

実感していることができれば、陰湿ないじめだけでなく、様々な子どもの心の

問題が防止できていくのではないかと考えております。 

ちょうど今、今年度文科省は、「チーム学校」という言葉を盛んに発信してい

ます。子どもを育てるにはチームで、学校もチームで育てていかなくてはいけ

ないということですけれども、愛知の教育力の向上、子どもを育てるというこ
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とは、先ほど佐藤委員長もおっしゃったんですけれども、ものづくり愛知の未

来を支えるということにも直結する大事な入口であると考えております。愛知

では、これも先ほど佐藤委員長からおっしゃったんですけれども、非常に大き

な企業がたくさんある。こうした企業も含め、地域社会全体が「チーム学校」

の強力な共同体となっていただけるように連携をとっていただく。サポーター

になっていただく。そして、愛知県が日本の「チーム学校」、今「チーム学校」

というのはどうあるべきかというのを文科省も模索しているところだと思うん

ですけれども、愛知県から日本の「チーム学校」のモデルとなるような、そん

なことを知事さんからも、できればですね、企業などに機会あるごとにアナウ

ンスしていただければというふうに思っております。マスコミの方々もですね、

学校を叩くばかりでは育たないと思っておりますので、ぜひ協力していただき

たいと思っております。 

また、知事さんには、学校に対してスクールカウンセラーの配置など、予算

の点で格別な御配慮いただいており、学校現場から大変助かっているという声

を私たち聞いております。ありがとうございます。これからも知事さんには、

子どもたち、愛知の子どもたちの健全な育ちに、一層の御理解、御支援を賜り

ますようお願い申し上げて、私は以上とさせていただきます。 

 

【知事】 

 ありがとうございました。名古屋市を参考にということで、いじめの問題と

いうのは大変深刻な事態だと思っております。これから二度と繰り返されない

ように、早期発見、早期対応ということに尽きると思いますので、学校でも対

応をしていくと。だいたい自分の経験も含めてですね、やっぱり、いじめとい

うのはどんな組織でもあるんですよね。子どもだけでなく大人の社会だって、

会社だって組織ではどこでもあるということを前提として、やっぱりできるだ

け早期に対応するということがすべてではないかなと思います。 

名古屋市さんが今いろいろやっておられますが。スクールカウンセラーもそ

うですし、名古屋市の子ども応援委員会とか、ああいうことはいいのではない

かと思いますけれどもね。学校現場に直接乗り込んで、先生方から聞くという

のは、河村さんの流儀なんでしょう。そこはいろいろ御議論があるところじゃ

ないかなと思いますけれど、とにかく、ここ何年かで、お二人亡くなっておら

れるという大変痛ましいことなんで、そういうことが二度と起きないように、

対応をしっかりやっていくということではないかなと思っておりますが、また

後ほど御意見いただければと思っております。 

 それでは、岩月委員よろしくお願いします。 
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【岩月委員】 

それでは、お願いします。私からは、基本的な取組の方向５に示された「学

びがいのある魅力的な教育環境づくり」の観点から、教師としての指導力の向

上と、地域に開かれた学校づくり、そして、学校の施設設備の充実の３点につ

いて申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

はじめの「教師としての指導力の向上」についてでありますが、もとより、

未来社会を担う子どもたちへの教育は、家庭、地域社会、そして学校などの教

育機関のすべての大人が、その役割を分担して担うべき本当に大切な作業であ

るというふうに考えております。そして、人間としての基盤となる部分につい

ては、第一義的に両親や保護者、家族など、子どものごく身近にいる大人が果

たすべきだとも考えています。そうした上で、学校は、限られた集団の中で、

知識の獲得をはじめ、考え方や表現の仕方、人との関わり方、人としての生き

方など、大変多くのことを学ぶところであります。 

ですから、これはまあ、私の私見でありますけれども、学校で教える人を「先

生」と言うんだろうと思うんです。「教員」ではないと思っています。全く個人

的な思いで恐縮なんですが、「教員」という言葉からするとですね、ティーチン

グ・マシーンを連想してしまうというようなことを、私は感じているわけであ

ります。学校の先生は、子どもの人間性にも影響を与えうる大人であり、やっ

ぱり「先生」であらねばならないと思います。百歩譲っても、「教師」と呼ぶべ

きだろうなというふうに思います。 

そうした根っ子のことを踏まえた上で、基本的な取組の方向の１から４まで

に位置付けられた「知・徳・体」を育む取組と、キャリア教育、グローバル教

育などの未来を見据えた取組を実効性のあるものにしていくためには、何より

も教育の担い手である学校の先生方の「教師としての指導力の向上」が最も重

要であると考えています。新聞報道によれば、馳文科大臣が、「教員の養成・採

用・研修は、一貫した哲学と理念で貫かれる必要があり、教員の資質向上を最

優先に進めて欲しい」と発言された、ということです。また、先月公表された

中教審の答申素案によれば、その具体的な方策として、大学と教育委員会を主

たる構成員とする、仮称でありますが、「教員育成協議会」を立ち上げ、教員に

求められる能力を明確化する「教員育成指標」や研修計画を全国的に整備する

としています。 

小学校における英語や道徳の教科化、ＩＣＴ教育、特別な支援を要する子ど

もへの対応や、アクティブ・ラーニングを具現する授業改善への対応など、新

たな課題を克服する教師の力は、養成段階から育成すべきことであると考えて

います。そのために、教員養成学部を持つ県内大学との連携を欠くことはでき

ないし、一層推進するべきだろうというふうに思います。具体的な取組として、
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教職を目指す学生に、教育実習とは別に、学校に一定期間インターンシップで

きるような体制整備をするなど、そんな検討をしていきたいとも思っておりま

す。インターンシップでは、単に指導技術の修得だけでなく、教師としての生

き方や在り方についても、担当した先生から学び取ることが可能です。いや、

むしろその効果の方が重要な学びであると思っています。 

一方で、現職の教師を対象とした研修体制の改革も喫緊の課題となっていま

す。中核となる県総合教育センターの機能を強化して、研究の深化・充実を図

るとともに、その研究実績に裏打ちされた実践的研修を受講することにより、

指導力向上を図ってまいりたいと思っています。こうした教師としての指導力

の向上を図る取組については、教育委員会事務局の体制もあわせて強化し、特

に力を入れてまいりたいと考えております。知事さんの御理解と御支援を、ぜ

ひよろしくお願いしたいなと思います。 

２つ目の「開かれた学校づくり」についてでございます。グローバル化や少

子高齢化などの影響を受けて、家庭、地域、学校を取り巻く環境が大きく変化

していく中で、教育課題は複雑化、多様化しており、学校が取り組むべき問題

も、もはや学校だけで対応できるような時代ではなくなってきています。コミ

ュニティ機能も弱くなりつつある地域社会において、その未来を支えていく子

どもを育てる学校を地域コミュニティの核として、教育活動を地域ぐるみで支

援していくような取組を推進しなければなりません。 

国の方も、地域が学校運営に参加するコミュニティスクールや、地域で学校

支援ネットワークを構築する、仮称でありますが、「地域学校協働本部」などの

推進を図ろうとしていますが、大事なことは地域が「学校の応援団」となって、

学校と円滑な協力関係を築くことだと思います。そのためには、様々な問題を

解消する必要がありますが、まずは、ともすれば閉鎖的と言われる教職員のみ

の学校運営から、外部の力をうまく活用する開かれた学校運営に転換すること

だろうと思います。しかし、外部の力を借りることで、却って学校運営に混乱

が生じたり、他の仕事が増えたりしては本末転倒であります。円滑な学校教育

が展開できるような地域との関係づくりが極めて大切になってまいります。そ

のパイプ役はたいていの場合、学校の教頭先生があたっておられることが多い

わけですが、なかなか大変な仕事で、本来の教頭としての業務に支障が出る場

合もあることから、別にコーディネータの配置を前向きに検討しなければなら

ないとも思っています。地域との良好な関係を築いたり、快く学習支援や部活

動などに協力してもらったりするために、各学校は、日ごろから学校のことを

よく知ってもらうための情報発信にも努めなければならないのですが、こうし

た地域との連携の取組にも、一緒に知事さんにも取り組んでいただければ大変

ありがたいことだと思っております。 
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３つ目の県立学校の施設整備についてであります。県立学校を、私どもたく

さん視察をさせていただきました。まだまだこれからも、いくつも視察をさせ

ていただけることを楽しみにしていますが、多くの学校で築後もう３０年、４

０年以上経つような古い校舎が目立ちます。その中で、私が気になったことは、

天井、壁面の汚れや照明が少ないため、校舎全体が暗いところが多い。それか

ら、トイレが臭い、汚い、暗い、そして、数が少ない。とりわけ、私は入って

いないんですが、女子のトイレが汚いということは、よく伺っております。 

それから、専門学科の高額な備品が老朽化しているというような話も聞いて

おります。先の技能五輪で使った旋盤を工業高校に入れていただいたことは、

本当にどこの学校も大変喜んでおったのですが、他のところでは、まだまだか

なり古い機械を、現場と言いましょうか、社会では通用しないような古い機械

を使っているというようなこともあるようでありますので、実情に合ったよう

な設備・備品をぜひ配置をしたいなと、そんなことを感じました。 

あとは、プールや手洗いなど、水回りの部分がかなり傷んできて、補修をし

たり、更新をする必要があるのではないかと。あるいは、先ほど佐藤委員長さ

んもちょっと言っていただいたのですが、特別支援学校で、やっぱり教室が不

足して、倉庫を転用したり、あるいは廊下の一角を囲って更衣室代わりにする

というようなことも見聞きさせていただきました。などなど、厳しい状況が散

見されました。 

教科の備品や修繕の費用は、ある程度それぞれの学校に配当されているわけ

でありますけれども、大規模な改修でありますとか、高額の備品の更新につい

ては、今、間もなく完了する耐震改修のように、特別に、長期的かつ計画的に

予算を当てていかないと無理ではないのかな、ということも思っています。総

合工科高校ができて、今は素晴らしいですが、あの学校も２０年、３０年経て

ば、やっぱり古くなっていくわけです。そういうものをいい状態で、レベルを

維持していくには、それなりの資本投資も必要だろうなと思いますので、ぜひ

目を向けていただけるとありがたいと思います。県立高校を見て思ったのは、

せめて、明るい校舎、臭わない清潔なトイレの学校で、楽しい学校生活を送ら

せてやりたいなと、そう思った次第でございます。 

蛇足でありますが、もう一点だけお願いします。学級定員の弾力的な運営に

目を向けていただきたいということです。「小１プロブレム」であるとか、「中

１ギャップ」というのが、もう言われて久しいわけでありますが、「いじめ・不

登校」の問題も、愛知県では非常に多いという大きな課題になっております。

これらの解消をするためには、一つの学級の人数を少なくすることで、かなり

効果が現れるのではないかな、ということを考えております。少子化の流れの

中で、一人の子どもにたくさんの大人が手厚く関わるとか、逆に自分勝手な大
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人から疎外されて育ってきた、そういうふうな子どもたちが、４０人という大

人数の中で生活をした時には、大人から目をかけられないストレスや、大人数

の中で放任されるというような状況が生まれてしまい、不適応やいじめ、不登

校も起こって当然、とはちょっと言い過ぎかもしれませんが、そんなふうな状

況が危惧されるわけであります。 

そこで、そういう危険が予想されるとか、あるいは、現在問題が起きている

というような学校においては、学級定員の弾力的な運用を積極的に取り入れて、

これらの課題について解消していこうという、前向きな方向で考えていきたい

なと、そんなことを思っておりますので、知事さんにもぜひ、御協力をいただ

ければありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【知事】 

ありがとうございました。先ほど、佐藤委員長からもお話があり、岩月委員

からも御発言がありましたけれども、施設の老朽化、設備の話、大変身に詰ま

される耳の痛い話でございますけれども、全体を見ていたら、県立学校もそう

ですが、警察もボロボロですよ。順次やっていますけれども、もう５０年経っ

ているのに建て替えていないというのもあります。 

こういうことを私が言うとあれですけれども、例えば、それがいかんとは言

いませんが、県の芸文センターは作ったときに６００億円くらいかかっている

わけです。改修に１００億円かかるんですよ。健康プラザも３１０億円くらい

かかっているわけなんですよ。そういうのを２０年くらい前のバブルの頃に派

手派手しいことをやっておいて、学校だとか、警察だとかいうところが後回し

になってきたのではないかというような感じがしておりまして、いったい今ま

で、どういう予算の使い方をしとるんだと、そういうふうに思います。リーマ

ンショック前までは不交付団体だったわけですが、それこそ、平成１０年の赤

字決算の前までは凄く良かったはずですよ。だから、その頃一体何をやってお

ったんだろうというふうに思います。 

そうは言っても、現状で今、手持ちでお金があるかと言えば、ありませんか

らね。カツカツでやっているので。特にこの５年間は学校の耐震化に、７０億

円８０億円、今は８０億円くらいかな、年間。（教育長：今年はもっと多いです。）

３６０棟くらいあったものを全部一気にやっていかなければならないというこ

とで、集中投資をしましたので、それがまず優先でありましたけれども、これ

がだいたい、体育館の吊り天井の話があるから、来年、再来年くらいまでかか

りますけれども、大分ヤマを越えてきているので、これからという感じですけ

れど。やはり長寿命化も含めてですね、施設計画全体のことをやっていかなけ

ればいかんのかなと思っております。また、予算の手元の懐勘定と相談をしな
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がら、御相談をしながらやっていきたいなと思っております。よろしくお願い

いたします。 

それでは、則竹委員、お願いいたします。 

 

【則竹委員】 

それでは私からはですね、基本的な取組の方向４「未来への学びを充実させ

愛知を担う人材を育成します」のうち、キャリア教育の推進について意見を申

し上げさせていただきます。 

私たちが子どもの頃はですね、地域の子どもたちは自分の親の働く姿、そし

て地域の大人達が働く背中を見ながら、自分が将来どういう大人になろうか、

どういう職業につくのかといった具体的なイメージを見続ける中で積み重ねて

いったものでした。しかし昨今はですね、職業の場所と住居の分離が進んでお

りまして、私の子どもなんかを見ていましても、会社経営をしておりましても、

行ってきますと出てって帰ってくるような時代でございますので、本当に父親

が何をしているのか目にすることがないわけです。そういったことを身近で大

人が働く姿を見る機会が少なくなっている現状でありまして、こうした子ども

たちに健全な勤労観・職業観を育んでいくか重要な課題であると思っておりま

す。 

教育委員会では、学校で取り組むキャリア教育として、小学校では夢や目標

を見つけること、中学校ではなりたい自分を見つけ叶えるための一歩を踏み出

すこと、高等学校では自分の生き方・働き方を発見し、叶えるために具体的に

行動を起こすことを目標に設定しております。そのために仕掛けとしては、産

業界などとも連携して、職場体験やインターンシップなどの取組を実施してい

るところです。私どもの企業でも御協力はさせていただいておる訳ですが、昨

今はですね、私が所属する商工会議所なんかのですね、ジュニアエコノミック

アカデミーといって、小学生と地元の企業が、その作っている商品に小学生の

アイデアを取り込んだものを作って、それを一日販売をするというような事業

を展開したり、それから一宮といいますと、モーニングの町なもんですから、 

一宮商業の会長さんだとか、修文高校の学生さんが一日メニューを考えて喫茶

店を一日運営すると。そういったような形で協力をして、皆さんにそういう職

場体験をさせるということも、かなり現実にたくさんの人が訪れて盛り上がり

を見せるようになりまして、非常にそういった意味では必要な事項ではないか

なというふうに思っております。 

昨今、私いつも思うんですけど、皆さんお元気なもんですから定年を迎えら

れた方でも企業でいろんなことをやられて、定年迎えられて地域に戻られる。

極論を言いますと、学校の校長先生でも、かなり地域にそういった方がたくさ
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んおみえになります。やはりそういった方々にですね、ぜひ学校の現場という

よりは、コミュニティスクールというようなもののところに入っていただいて、

いろいろなその今まで経験したことをその場でいろいろ学校に取り込んでもら

うとか、またお手伝いさせてもらうとかいうようなことが非常に必要ではない

かなというふうに思っております。そしてまた、いつも知事さんがおっしゃる

ように、愛知はものづくり愛知と言われ、産業が非常に盛んな県でありますの

で、そういった県を支えるにはですね、先ほど皆さん方おっしゃるように人材

育成という点で非常に重要な点があると考えております。高等学校なんかでも、

私どもも学校訪問をさせていただいて、工業高校、農業高校、商業高校、いろ

いろそれぞれの分野に応じて非常に幅広い産業を選ぶ生徒達を一生懸命指導し

てくれる姿を見させていただく中で、非常にこう明るく取り組んでいる生徒達

に触れて、何か清々しい思いをするのも事実でございます。ぜひ、本県も４月

ですか、愛知総合工科高等学校がいよいよ開校されるわけでございまして、特

に産業界からも大きな期待がかかっております。そういったようなことをです

ね、他の分野にもどんどん教育の内容ということで、特に高校のあたりでの職

業分野について、どんどん知事さんのバックアップをお願いできたら、この地

域を支える人づくりができるのはないかと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 

【知事】 

ありがとうございました。総合工科高校については、先ほど佐藤委員の方か

らもお話がありましたが、あれは愛知工業の後継校という感じの位置付けであ

りますけども、あと商業は愛知商業、農学校は安城農林、明治の時にできた農

工商のですね、それぞれの唯一のそういう学校がありますけども、そういった

伝統を大事にしていく状況だと思っております。 

岩月さんよくご存じかと思いますが、岡崎に県立の農業大学校があるでしょ

う。高校出た子で専業農家の跡取りさんが、男の子も女の子も２年間寮に入っ

て、そのＯＢの人たちは全県で超優良の、要は皆専業農家で、地域の皆本当に

リーダーなんだけど、ところが寮が昭和３８年から３９年ぐらいにできていて、

僕も見に行ったけど、ここに住めというのかと。しかも、今時２人部屋で、ク

ーラーも何もないんですよ。よくこんなところに住めるなと。建て替えをして、

３月１日からようやく入ってもらえるようになったんですけど、これで志望者

が増えとるとかいうような話も聴きますけどね。やっぱり、そういう人づくり

のところは大事にせないかんのかなと思いますけどね。教育委員会の話ではな

いのであれですけど、そのようにやっていけるとよいと思いますけれども。 

それでは、  
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 よろしくお願いします。就任してからまだ間もなくて、勉強不足なところも

たくさんありますが、よろしくお願いします。 

私の方からは、基本的な取組の方向性３の「健やかな体と心をはぐくむ教育」

の観点から、幼児教育の充実と学校体育の充実について意見を述べさせていた

だきたいと思います。 

健やかな体と心を育む教育の前提というところで、やはり子どもたちの発育

発達に見合う教育活動を行っていくということがとても大切ではないかと考え

ております。昔の言葉で、「三つ子の魂百まで」とか「しつけは５歳までに」と

いった言葉があったり、最近ではアメリカの方の就学前教育というもので、学

業不振に陥る危険性のある子どもたちが、その後人生をよりよくしているとい

うことが実証されているという、「ペリー幼児教育計画」が有名であるようです

が、小さいときに何らかのかたちで、躾けをする、教育をするということはと

ても大切です。発育発達学で言うと、「スキャモンの発育発達曲線」というもの

があるのですが、脳の発達、神経系の発達というのは、４、５歳，５、６歳頃

までに９割方発達すると言われているんです。スポーツの世界でも、ゴールデ

ンエイジといって、８歳前後が巧みな技を覚えるには最適な時期と言われてい

ます。そこから、８歳くらいまでに専門的なこともやらせようという考えもあ

るかもしれませんが、一般的な子どもたちに目を向けてみても、巧みな体の使

い方、心の使い方、知識の使い方というのを、きっとこの時期に習得すること

がいいのではないかなと思います。 

そういった観点もありますし、それから、ただ、知識や能力を高めるだけで

はなくて、がんばる力、やり遂げる力、我慢する心、人との関わりを大切にす

る心という、目に見えない能力というのも、この時期に何らかの形で身につけ

られていくのではないかなと思います。そういった意味で、今、子育て支援と

いうこともよく言われているのですけれども、母親ではない第三者の人たちが

子どもたちの面倒を見る機会が多くある中で、幼児教育というのはとても大切

だと思います。 

今は、文部科学省と厚生労働省の管轄が違うところで、保育園があったり幼

稚園があったり、認定こども園があったりということで、色々な先生方がいら

っしゃって、養成学校は色々な形があると思うのですが、やはり子どもたちに

とっては、どこの園に通おうとも、同じように教育を受けたり、支援を受けた

りするのが普通のことで、小学校に上がるときには、ある程度同じような感じ

で上がってくることが望ましいのではないかと思ったときに、厚労省とか文科

省といった括りを超えて、先生たちが同じような感覚で子どもたちを支援した
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り、教育していくための研修とかがやれるようになっていくといいのではない

かなと感じました。 

次に、学校体育の充実ということでお話させていただきますけれども、私は

長年、県立学校の保健体育の教員をやっておりまして、私が勤め始めた    

１９８５年の頃は、多分子どもたちの体力テストは一番良かった頃だと思いま

す。それから、２７、８年教員をやってきましたが、下降の一途を辿ってきて、

最後の方は、体操が上手にできない子どもたちがいるというのを見て、「えー？」

というようなことをよく感じたものなんですが、本県の体力テストの結果も全

国平均から比べて低いと出ているようです。 

ところが、この間、知事さんも参加されておりましたけれども、県体協の競

技団体の懇親会で、国体で愛知はスポーツ王国愛知と言われていて、天皇杯で

３位だったんです。東京に追いつけ追い越せという雰囲気です。このような面

からみても運動をやる人とやらない人の２極化が、特に愛知県では進んでいる

のかなと。これは、ひとえに、学校体育を司ってきた者たちの反省点でもある

と思うんですけれども、最近の子どもたちの特徴で、やはり運動離れの傾向が

あるのかなと思います。 

運動をやる子はやる、やらない子はやらないではなくて、とことんアスリー

トを育てるためには、それを支えるための子どもたちもある程度育てていかな

ければいけないと思います。運動に親しむ子どもたち、運動を好きになる子ど

もたち、運動を一生涯やり続けようというふうに思う子どもたちを育成してい

くことが大事だと思います。スポーツ基本法が成立し、この１０月からスポー

ツ庁も始まりまして、文科省だけではなく、いろいろなところと連携しながら、

スポーツというものを、日本の中でどんどんいいふうに活用していきましょう

という取組があると思うんですが、その中で、するスポーツ、見るスポーツ、

支えるスポーツの３つから、いろいろやっていきましょうという話があるんで

す。学校体育の中で、するだけではなくて、見ることとか、支えることにも関

わるようになってくると、また、子どもたちもスポーツに対する考え方が変わ

ってくるのではないのかなというふうに思っているので、いろんな観点から、

学校体育の中の雰囲気が変わってくるといいのかなと思っています。 

それと、スポーツというのは、やればやるほど、のめりこんで楽しくなって

エスカレートしていくんですけど、エスカレートしていくことで、危険を察知

できなくなってくるということも、特に子どもたちにはあるんですが、それを

どこでコントロールして、自制して、安全にやれるかというところは、指導者

の大事な力だと思います。しかし、指導者もだんだんやれややれや、となって

くると、やってしまう方向に行きがちなところで、自分でブレーキをかけるこ

とがなかなか難しいときもあるようなことを、時々聞いております。そういっ
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た意味で言うと、指導者の方たちへのリスクマネジメントに対する研修だとか、

方法論だとか、安全配慮などに関する研修も進んでいかなければいけないのか

なという思いもあります。 

あと、日体協の方で、スポーツ指導員資格養成制度というのが始まって、学

校の先生ではない方たちがスポーツ指導員だとかコーチの資格を持っていらっ

しゃいます。資格の発揮の仕方がなかなか分からなくて、どこにニーズがある

か待っている人達もいらっしゃるのではないのかなというふうに思うんですが、

学校の現場の中で、こういう指導員やコーチの資格を持った人達の力を活用し

ていくこともすごく大事なことではないかなと思います。ただ、こういったこ

とに費用がかかったりするので、大変なことだとは思うんですけれども。 

そして、こんな話を聞いたことがあるんですが、専門的な力を持った先生が

学校の部活動のその種目を強くしていったのですが、その先生が定期的な人事

異動によっていなくなってしまったときに、その部活動がちょっと停滞してし

まったり、学校によっては部を廃止してしまったりだとか、そういった話を聞

くと、生徒たちは「あそこに行ったらあれがやれる」と思って入学したのに、

行ったら先生が転勤しちゃってたといって、やれなくなったということもある

ので、子どもたちの希望だとか夢とかを削がないような体制づくりというのも

大事なのかな、ということを少し感じております。ちょっと、話がぼけちゃっ

たかもしれないんですけれども、人材とか、スポーツを教える力というのは、

学校現場ではないところにも、たくさんあるのではないかなと感じています。 

あと、佐藤委員長も岩月委員も言われましたけれども、私も県立学校に勤め

ていまして、施設の老朽化というところは大変気になっているんですけれども、

特に、先ほど、岩月委員の方から女子トイレが汚いという話がありましたが、

和式トイレは今の子どもたちにそぐわないですよね。洋式に変わるといいなと

思うことと、これはちょっと、私がバレーボールに携わっている関係で、日本

ガイシホールで国際大会をよく招致するんですけれども、ＦＩＶＢのバレーの

国際委員の方が、ガイシホールのトイレは和式トイレが多いということで、洋

式に変えないともう名古屋ではやらないぞ、と言われたことがありました。そ

の時、私たちは、ちょっとごまかそうと思って、ポータブルの洋式トイレを置

いて、国際委員の方に洋式トイレがありますよ、というふうに見せたのですが、

その後、ガイシホールさんが頑張って、全部洋式トイレに替えられたんですね。

そして、今年のワールドカップは何も指摘なく順調に終えることができたんで

す。そういったことが可能ならばやっていただけると、子どもたちも非常に快

活な生活ができるのではないかなということを感じました。長くなりましたけ

れども、以上で終わります。 
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【知事】 

はい、ありがとうございました。例えば、愛知県体育館は和式か。（教育長：

洋式もありますけれども、ほとんど和式だったと思います。）ちなみに、芸文セ

ンターは先程申し上げましたように改修に入りますが、あそこですら和式なん

ですよ。２２、３年前に作ったものですから、１９９０年代当時はそういうこ

となんですね。９割くらい洋式に替えますけれども、そういうことなんだろう

なと。 

ありがとうございました。それでは、野村教育長お願いします。 

 

【野村教育長】 

私からは他の委員の発言ともかぶる点がございますが、２点お話をしたいと

思います。１点目は県立学校の老朽化対策、他の委員からもたくさんありまし

たが、おかげさまで耐震化については非構造部材を含めて、２８年度末でほぼ

完成するということでございます。それから、知的障害特別支援学校の過大化

解消のための学校新設についても、まだ少し残っておりますけれども、ほぼ目

処がつくのかなというふうに思っております。そういう中で、いよいよ老朽化

対策ということに本腰を入れていく時期になるのかなというふうに思っており

ます。 

そこで、教育委員会としては、一方で長寿命化計画を立てて、財政の平準化

ということも図りながら、必要に応じ改修や建て替えを着実に行っていかなけ

ればならないと考えておりますので、御理解、御支援をぜひ賜りたいというふ

うに思います。その際には、ただ単に改修、建て替えということを行うだけで

なくて、これからの高校教育に求められるようなアクティブ・ラーニングとか、

グローバル教育とか、ＩＣＴ教育といったことなどのための教育環境の整備も

あわせて行っていくという視点も大切になっていくのかなというふうに思いま

すので、よろしくお願いをしたいと存じます。 

２点目は職業教育の充実ということでございます。本県の県立高校の４分の

１が職業科ということでございまして、他の大都市圏の都府県と比べますとこ

れだけ多いというのは、大きな特色というふうに思っております。そして、こ

こに進学する子どもたちが目を輝かせて学ぶようにしていくことが、非常に大

切だというふうに思います。 

このうち、工業高校については、来年４月に愛知総合工科高校が開校し、専

攻科は２９年４月から公設民営を図っていくということでございますけれども、

この総合工科は県内工業高校の中核校という位置づけにしておりまして、愛知

総合工科高校だけでの展開だけではなくて、ここでの成果を今後、他の工業高

校にも還元していくようなことを進めていかなければならないかなというふう
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に思っております。 

そして、工業はそういうことでございますけれども、今後はやはり商業とか

農業とか、そういった高校についても、時代のニーズを踏まえた改編とか教育

内容の見直しを図っていかなければならないのではないかなというふうに切実

に考えております。 

この点については、お金もかかる話でございますので、御理解、御支援をぜ

ひ賜りたいというふうに思っております。私からは以上です。 

 

【大村知事】 

 貴重な御意見をありがとうございました。大綱の素案につきましては、事務

局案で異論はないということでよろしいですか。 

 最後に、大綱策定に向けた今後の進め方について、事務局から説明をお願い

します。 

 

【県民生活部次長】 

資料３の「今後のスケジュール（案）」について、御説明いたします。 

本日の第３回目の総合教育会議で、教育に関する大綱の素案について御協議

いただいたところであります。 

今後につきましては、下から２つ目の囲いにありますように、来年１月に開

催されます教育振興基本計画検討会議において、本日いただいた御意見を踏ま

えて協議・検討を行い、基本計画案を取りまとめる予定でございます。 

その下の囲いでありますが、２月に開催を予定しております、第４回目の総

合教育会議におきまして、最終的な御協議をいただき、「愛知の教育に関する大

綱」を策定してまいりたいと考えております。 

説明は以上でございます。 

 

【大村知事】 

 本日いただきました御意見を踏まえまして、今後、教育振興基本計画検討会

議の場で議論を進めていただき、次回会議では大綱の最終案をお示ししたいと

思います。 

 それでは時間もまいりましたので、第３回愛知県総合教育会議を閉会とさせ

ていただきます。貴重なお時間をありがとうございました。 


